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［エゾヤマザクラ］（工学部前、平成18年5月9日撮影） 
桜の「さ」は咲く、栄える、盛ん、酒など良いことの兆し、
証と言われる。 
美しい桜を見て、人は何を思うか。 
「この世は自分を見に来たところ」…河井寛次郎 

7月28日（金） 第１学期通常授業終了 
7月31日（月）～9月1日（金） 
  夏季休業日 
8月21日（月）～23日（水） 
  大学院修士課程・博士後期課程入学試験 
9月  4日（月） 課程修了者認定 
  大学院修士課程・博士後期課程入学試験合格者決定 

広報・情報管理室員 鈴浦秀勝 

　国立大学が法人化され教員の身分は
公務員ではなくなりました。しかし、
我々の主たる目的が教育と研究であり、
学生の成長を期待しながら知識と経験
の伝達に励み、科学技術の進歩を夢見
て試行錯誤を繰り返す毎日を過ごして
いることに変わりはありません。 

　本研究科の研究者は、今回特集したような現代の産業界と密接に関
連する研究から純学問的重要課題に至るまで、多種多様なテーマに取
り組んでいます。 
　皆が自由な雰囲気の中、アンビシャスに、最上級の知的生産活動に
挑戦していますが、その活力の維持には斬新な考えを持つ人材の流入
が不可欠です。「えんじにあRing」を通じて、世の大志を抱いた青年
達にまで我々の活動の輪が広がれば幸いです。 
　７月号は、編集担当；（写真左より）増田隆夫・鈴浦秀勝・上田幹
人に加え、広報担当事務員；天元志保が担当しました。次号もご期待
ください。 
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応用理工系5専攻の取り組み

「成果を還元する科学技術」の源と

なるのは基礎研究であり、「学問の府」

大学の役割です。

工学部応用理工系学科および大学院

工学研究科 応用理工系５専攻では図

に示すように、物理、化学、生物、材

料の分野に軸足を置いて先端的で特徴

のある研究を行っています。その対象

は、目で見ることのできないナノメー

トル（10－9 ｍ）スケールの原子・分子

からマクロな金属・無機・有機材料等

まで幅広く、科学技術基本計画で国家

的・社会的重要課題として選定された

ライフサイエンス、情報通信、環境、

ナノテクノロジー・材料の「重点推進

４分野」全てをカバーできるほど多岐

第3期科学技術基本計画に
見る国家戦略

先日、第３期科学技術基本計画（平

成18～22年度）が公開され、今後５年

間の我が国の科学技術基本政策が示さ

れました。その根底にあるものは、第

１期基本計画から連綿と受け継がれて

いる、我が国が「科学技術創造立国」

として国際社会で主導的立場となる国

家戦略です。

第３期基本計画で注目すべきは、そ

の基本姿勢として「社会・国民に支持

され、成果を還元する科学技術を目指

し、説明責任と戦略性を一層強化する」

ことが第１に挙げられていることで

す。人口減少・少子高齢化の下で安定

的な経済成長を実現するために、科学

技術の発展を基盤とする生産性の絶え

ざる向上が必要になるとされていま

す。すなわち、科学技術は国際競争力

と生産性向上の源泉であり、科学技術

を一層発展させ、その成果を絶えざる

イノベーションにつなげていくことに

よって、経済の回復を確実なものとし、

持続的な発展の実現を目指すことを意

味します。

この第３期基本計画が重要視する

「成果を還元できる科学技術」とは、

「社会に役立つ科学技術」と言い換え

られると思います。これは真に「工学」

の目的とするところであります。

に渡っています。

また、それぞれの学問分野における

基礎研究の成果を、産官学共同研究等

を通して新機能性材料、新規化学プロ

セス、新規分析機器等の創成へと積極

的に展開していることも特徴です。次

頁以降で具体的な事例を紹介していま

すので是非ご覧ください。さらに、紙

面の都合上紹介できない事例について

は、本研究科の研究企画室が発行して

いる「北大 工学シーズ集」に掲載し

ています。これは、ホームページ

（http://www.eng.hokudai.ac.jp/comm

on/issue/ceeds/）からご覧ください。

私たちは、21世紀の科学技術を担う

フロントランナーとしてこれからも活

躍を続けます。

工学部 

応用理工系学科 

工学研究科 

応用物理学専攻 
量子物性工学講座 

凝縮系物理工学講座 

光波動量子物理工学講座 

応
用
物
理
工
学
コ
ー
ス 固体量子物理工学講座 

有機プロセス工学専攻 
有機工業化学講座 

化学工学講座 

物質変換工学講座（協力講座） 

生物機能高分子専攻 

物質化学専攻 
機能材料化学講座 

無機材料化学講座 

材料科学専攻 応
用
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
コ
ー
ス 

応
用
化
学
コ
ー
ス 

生物工学講座 

分子機能化学講座 

動物細胞工学講座（連携講座） 

エコマテリアル講座 

マテリアル設計講座 

エネルギー材料講座 

エネルギー変換マテリアル講座（協力講座） 

マテリアル製造講座（連携講座） 

フロンティアエネルギー工学講座（連携講座） 

▲図　応用理工系学科および応用理工系５専攻の組織体制

新しい科学技術創出に向けた学術研究

大熊　毅
教授

有機プロセス工学専攻
（応用理工系学科長）

Takesh i Ohkuma
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でネットワークを構成していると考え

ることができます。

現実に存在する様々な複雑ネットワ

ークの構造を実際に調べてみると、平

均ノード間距離がネットワークの大き

さ（ノード数）の対数に比例すること

や次数（他のノードへリンクする数）

分布がベキ乗則に従うことなど、全く

種類の異なるネットワークの間に驚く

べき共通性があることが最近わかって

きました（図参照）。

私達は、複雑ネットワークを数理モ

デル化し物理学の手法を応用すること

によって、物質系・生体系・社会にお

ける様々なネットワークの諸性質を統

一的に理解し、効率的なネットワーク

構成のための普遍的ルールを解明しよ

うとしています。ネットワークに関す

るこのような知見が、流通や組織のあ

「ネットワーク」という単語を知ら

ない人はいないでしょう。それほどネ

ットワークという概念は一般的でよく

知られています。しかしながら、身の

回りのネットワークについて本格的に

研究されだしたのは比較的最近のこと

であり、まだまだよく解っていないこ

とが沢山あります。そもそもネットワ

ークとは、ノードと呼ばれる何らかの

対象同士がリンクと呼ばれる何らかの

関係で結ばれている系を指します。こ

のように極めて単純で一般的な定義を

持っているため、複数の要素からなる

集合のほとんど全ては、何らかの意味

り方を根底から変える可能性があるた

め、産業界でもネットワーク解析に高

い関心が集まっています。

複雑ネットワークの数理

▲図　各ノード（色のついた●）から出ているリン
ク数の分布がベキ乗則に従う複雑ネットワーク
の例

その中で私たちは特にH2O、水にこ

だわって研究をしている。人体の６～

７割は水でできているし、地球だって

その表面積の７割は海である。だから

「生物にとって水は不可欠である」こ

とに異論がある人は少ないだろう。し

かし、生物の中での水の役割について

は、かなりの部分が未知であるという

事は意外に知られていない。水という

のは私たちにとって身近でありなが

ら、とても特別な物質なのである。

では生物と水の研究が、産業とどう

結びついているのだろうか？

例えば生物の基本単位である細胞を

生きたまま凍結することができたら、

冷凍食品から再生医療に至るまで応用

範囲はすごく広がる。今のところ精子

や卵子の凍結保存法は開発されてきて

応用物理学の中で生物を研究してい

る、と言ってもぴんと来る人は少ない

かもしれない。「生物と物理」がくっ

ついていることに違和感を覚える人も

いるかもしれない。生物は多様なもの

の代表で、物理はシンプルな原理で全

てを解き明かす学問である。でも、ち

ょっと考えてほしい。生物の多様性も、

突き詰めていくとDNAという高分子

の構造、つまり分子の配列が源なので

ある。つまり、原子・分子のレベルま

でいくと、もはや生物も物理もないの

である。

いるが、生物の中枢である神経細胞や

循環器系の心筋細胞などは、なかなか

凍結する事自体が難しい。私たちは、

こうした細胞の凍結保存技術研究にも

取り組んでいる。また、ある条件下で

クラスレートを形成させることで細胞

の水を構造化させ、凍結させないで細

胞の活動を制御しようという研究も進

めている。

生物と水

▲図　細胞を凍らせる瞬間の写真
光っているのが細胞で、周囲から氷結晶が成長してきて

いる。

矢久保考介
助教授

応用物理学専攻

Kousuke Yakubo

内田　努
助教授

応用物理学専攻

Tsu tomu Uch ida
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ばれる特殊な偏光プリズムを利用し

た、新しい偏光の波長分布測定法を発

明しました。「チャネルド分光偏光計

測法」と名付けたこの方法を用いると、

従来法では必要不可欠であった偏光プ

リズムの回転や変調が一切不要とな

り、結果として小型、高速、かつ低コ

ストで偏光計測器が作れるようになり

ます。

応用の一例として、半導体表面の薄

膜厚みを非接触・非破壊で検査できる

計測器（分光エリプソメトリ）を、企

業と共同で開発しています。現在、試

作機（写真参照）を国内外の見本市で

展示しており、近日中の実用化を目ざ

しています。

なお、「チャネルド分光偏光計測法」

近年、液晶テレビ、光ディスク、光

通信器など偏光を利用したデバイスが

どんどん増えています。これらの製造

過程では、そのデバイスの偏光特性を

精密に検査し、制御することが求めら

れています。また、半導体素子の製造

中に偏光を利用し、検査の精密化を図

る場合もあります。

私たちは、これらの検査への利用を

目的として、高感度でかつ高効率な偏

光計測器の研究を行っています。

先に私たちは、「高次移相子」と呼

は、製造業での検査以外にも色々な応

用が考えられます。私たちはアリゾナ

大学と共同で、リモートセンシング

（人工衛星や航空機より地表などを遠

隔観測する技術）などの応用を研究し

ています。さらに、国内外の大学や企

業において、生体細胞の観察や超高速

現象の測定などへ利用する研究も進め

られています。

偏光の新しい計測方法の開発とその応用

録容量は50GB/diskと宣伝されていま

す。

動作原理は「光相変化」というもの

です。レーザー光で、ある種の結晶膜

を加熱して、非晶質化するのです。つ

まり規則正しく並んでいた原子を、不

規則な並びの非晶固体に変えることを

相変化と呼んでいて、そういうマーク

を光加熱で作るので「光相変化」なん

です。でも、不規則な並びはどうして

も不安定（固体物理）。だから、ちゃ

んと記録しても、100年（？）も経つ

と、記録マークはひとりでに消えてし

まいそうです。

ところで当然のことながら、記録容

量はもっと大きくしたいですよね。そ

れには、記録マークを小さくすれば良

いのです。50GBシステムでは、最小

このごろ、チマタでDVD（Digital

Video／Versatile Disk）という言葉を

よく見かけますよね。Ｔ社とＳ社が次

世代システムの規格で喧嘩別れになっ

たというアレです。

DVDは、いつ頃発明されたか知っ

ていますか？　実は、もう30年以上も

前のOvshinskyという米国人の仕事で

す。でも、その頃はいろいろな事情か

ら商品化できず、一時忘れられた感じ

でした。ですが、Ｍ社などの地道な努

力で一躍表舞台にデビュー。青色レー

ザーを使った最新プレイヤーでは、記

マーク径が150nm（光学的限界）と言

われています。私たちは、これが

50nm以下（DVD換算でTB級）にで

きることを発見しました（熱力学的限

界）。そんなシステムが世に出るのは、

いつ頃でしょうね。

DVDと応用物理

▲図　DVD記録の模式図
レーザー光をレンズで集光して、非晶マーク（青色）を作る。

▲図　分光エリプソメトリの試作機の写真

岡　和彦
助教授

応用物理学専攻

Kazuh i ko Oka

田中啓司
教授

応用物理学専攻

Ke i j i Tanaka



大気圧 16 MPa Co2

CO2-dissolved expanded liquid substarte phase

4 MPa H2, 16 Mpa CO2

液体反応物 
CO2が溶解して膨張した液体反応物相 

▲図　二酸化炭素（CO2）、水素（H2）で加圧した液体反応物（加圧による体積変化）
aよりbとcの方が、液体と気体の境目の位置（赤い線で示すところ）が高くなっていることから、液体が膨張して

いることが分かる。
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私たちの体はこの「分子の左右」を厳

密に見分けるので、左手系の分子が優

れた医薬でも、右手系の分子が毒性を

もつことさえあります。したがって、

分子の左右を作り分ける反応の開拓

は、私たちの健康的な生活を守るため

に是非とも成し遂げなくてはならない

ことなのです。

私たちは、図に示すように、左手系

アルコールと右手系アルコールを効率

的に作り分ける反応の開拓に成功しま

した。ルテニウム（Ru）金属とキラ

ルな有機分子で構成される「触媒」を

用いると、100,000倍量ものケトンと

右手と左手のように鏡に映した像

（鏡像）が元の像（実像）と一致しな

い物体を「キラル」な物体とよびます。

野球のグラブ、靴、はさみ等、私たち

はキラルな「もの」に囲まれて生活し

ています。

さて、目に見えないナノメートル

（10－9ｍ）の世界でもキラルな「もの」、

すなわちキラルな分子が存在します。

よばれる分子と水素分子が反応し、左

手系か右手系のアルコールの一方（図

では○のついた左手系）を高選択的に

生成します。企業の設備では一度に数

㎏のキラルアルコールが得られ、日本

やヨーロッパで実用化されています。

右手と左手の分子を作り分ける

二酸化炭素加圧による反応制御

液体反応物を二酸化炭素で加圧する

という簡単な操作で、化学反応を加速

し、生成物の種類を制御することが出

来ます。圧力を高くすると二酸化炭素

が液体反応物に溶け込み、水素のよう

な気体反応物の溶解を促進させます。

超臨界流体：グリーン化学反応場

臨界点を超える温度、圧力にある流

体を超臨界流体といいます。二酸化炭

素は31℃、7.4MPaが臨界温度、圧力

です。超臨界流体は気体と液体の性質

を併せ持ち、有機物質が溶け込むよう

になり、二酸化炭素中で有機反応を行

わせることができます。二酸化炭素は

安全な物質であり、反応後に常温・常

圧に戻すと容易に有機生成物と分離す

ることができます。さらに、超臨界二

酸化炭素は反応物や触媒に作用して反

応促進効果を持つことが分かってきま

した。

さらに、溶解した二酸化炭素は反応物

の特定部位に作用して、その化学変化

を助けることが分かってきました。

私たちは、以上のような加圧二酸化

炭素の特徴を生かして、有害な有機溶

媒を使用しないグリーン（環境にやさ

しい）で効率的な有機合成の反応場を

つくることを目ざしています。

加圧二酸化炭素の反応促進作用を利用した
化学反応プロセス

▲図　キラルアルコールの選択的合成法

大熊　毅
教授

有機プロセス工学専攻

Takesh i Ohkuma

荒井正彦
教授

有機プロセス工学専攻

Masah i ko A ra i
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熱分解し、そこで多量に生じる厄介者

の重質液成分“タール”のほとんどを

炭素質固体“バイオコーク”としてナ

ノサイズの細孔を持つ粒子表面に化学

的に析出させる方法です。

バイオコークは、高温に加熱しても

タールや有害物質が発生しないクリー

ンな固体燃料です。さらに、水蒸気と

迅速に反応して自重の20%以上の水素

を発生する特徴があり、安価で、安全

に運べる「固体」水素源として利用す

ることができます。

私たちの研究グループは、本学のエ

ネルギー変換マテリアル研究センター

と国内企業数社と共同で、木質バイオ

マスのパイロコーキング、バイオコー

クからの水素発生、そして高温で作動

私たちは、熱、電気、化学燃料など、

様々なエネルギー（源）を利用してい

ますが、形態の異なるエネルギーを

「水素」に集約・統合し、この水素を

エネルギーの媒体やキャリアとして活

用するシステムが注目されています。

他方、再生可能エネルギーのひとつで

あるバイオマスを高温で燃料ガスに変

換する技術が開発されていますが、多

くの課題や問題が指摘されています。

私たちが開発したパイロコーキング

は、バイオマスを500℃ほどの温度で

する電池による発電を組み合わせたト

ータルシステムの開発をスタートしま

した。

パイロコーキングは、バイオマスに

限らず、廃棄物や化石資源も含めた多

種多様な有機質資源に適用できます。

将来、種々の○○コークや△△コーク

が流通するシステムの実現を夢見て、

研究開発に取り組んで行きます。

パイロコーキング
─ バイオマスを固体水素キャリアに

生物によって自然分解され、元の生物

資源に還元されるということです（出

口論）。

図に炭素循環に組み込まれてバイオ

プラスチックが合成される様子を示し

ました。生命圏が太古から演じて来た

循環型社会に人類圏の

営みが共存できるシス

テムです。バイオプラ

スチックは、微生物ポ

リエステルで、バイオ

プロセスを土台とした

代表的な環境生体調和

型プラスチックです。

炭素循環に組み込まれ

たかたちで、微生物や

植物など“生細胞”の

生命機能を巧みに利用

環境保全対策の一つとして、最近

「生分解性のバイオプラスチック」が

注目されています。この新規参入のプ

ラスチックが、世界で年間１億８千万

トンも生産される石油プラスチックと

比べて環境保全に貢献できる点は、以

下の２点に集約できます。

まず、プラスチック製造の原料とし

て、再生可能な生物資源（糖、植物油）

を利用する点（入口論）。エネルギー

資源として枯渇が懸念されている石炭

や石油だけに頼らない仕組みです。そ

して、使用後にプラスチックが環境微

した天然100％の合成法です。

私たちは、地球医療の切り札の一つ

として、このバイオプラスチックを是

非社会にデビューさせたいと日夜研究

しています。

地球医療の切り札「生分解性のバイオプラスチック」

▲図 バイオコーク析出担持前（左）と後
（右）のナノ多孔質粒子の写真（粒子
サイズは約500μｍ）

▲図　環境生体調和型バイオプラスチックの輪廻転生

林潤一郎
教授
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れてきました。しかし、BSEやＣ型肝

炎の蔓延により生体由来材料の使用が

問題視され、代替合成材料の開発が急

務とされています。

そこで、私たちはこのポリマーにさ

らなる改良を加え、究極の血液適合性

を示す血管内皮細胞に匹敵し、かつ未

知感染症に罹患する恐れのない血液接

触面ポリマーコート剤に応用しようと

私たちは、糖類・アミノ酸・核酸を

原料や機能素子に用いたポリマーを新

規に合成する研究を進めています。そ

のうちのひとつとして、水飴の成分で

知られるオリゴ糖が結合したポリスチ

レンを紹介します。

このポリマーは樹脂成型物にコーテ

ィングでき、その際、血管内皮細胞の

ような表面構造を自己構築します(図

参照)。従来、血液接触医療機器への

抗血栓性の付与には、豚の小腸などか

ら得られるヘパリンという材料が使わ

研究中です。研究成果は企業との新素

材共同開発に活かされています。

研究室の学生は苦楽をともにしつ

つ、化学・材料設計の知識や合成テク

ニック・物性評価のノウハウを会得で

きるので、応用化学コースや当研究室

での数年間はまさに「新しい産業界へ

の登竜門」にふさわしい充実した期間

になるでしょう。

高機能ポリマーの研究開発

ますが、これらガス排気による環境問

題が生じます。

私たちは、塩化物ガスの替わりに、

安価で取り扱い易い腐食性・毒性もな

いアルコキシド溶液を熱プラズマ中へ

噴霧する、新規セラミックス多層膜作

製のCVD（コーティング技術）を開

発しました。これで作製したWC-

Co/TiN、/TiB2、/TiNB切削工具は熱

CVDで成膜した市販WC-Co/TiN切削

工具と同程度か、より高い耐摩耗性を

示しました（図１参照）。

超硬合金（WC-Co）にセラミック

ス膜（TiN、ZrO2など）を多層膜コー

ティングした切削工具は、自動車を始

め、鉄鋼からIT産業に至るまで使用

され、さらに、環境保護のため切削油

を使わないドライ切削加工が求められ

ています。ドライ切削加工では刃先が

1,000℃以上になり、WC-Coの劣化を

防ぐのに低熱伝導性のイットリア安定

化ジルコニア（Y-ZrO2）膜のコーテ

ィングが必要となります。工業的には、

これらコーティング作製原料にTiCl4、

YCl3/ZrCl4などの塩化物ガスを使用し

さらに、本コーティング法を使って、

TiN膜の上にY-とZr-アルコキシド混

合溶液を、蒸気圧を制御した水蒸気－

Arプラズマ中へ噴霧し、温和な条件

でTiNを酸化せずにアルコキシド混合

溶液を酸化することでWC-Co基板上

にTiN/Y-ZrO2二層膜を作製すること

にも成功しました。

耐摩耗性に優れたセラミックス多層膜の
新規コ－ティング技術

▲図 精密に合成した糖含有ポリマーが溶液中で集合体を形成し、製膜後に血管内皮細胞のような表面
構造（数十nmオーダーで親水部と疎水部とが相分離している）を構築する模式図

]図1
磨耗試験
結果

▲図2 プラズマ装置（右）と窒素熱プラズマ状
態（左下）の写真
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私たちは、金属材料の微細組織と材

料性質の自由制御に関する研究をして

いる。図はTiB2－FeAl系を例にして、

私たちが最近開発したセラミック粒子

分散型超硬質複合材料の燃焼合成法を

示している。

通常、この種の材料は液相焼結法に

より作られる。すなわち、セラミック

粉末と金属粉末を混合し、金属粉末の

みが溶ける温度に加熱して、溶融金属

でセラミック粉末を接合して作られ

る。この工程自体も高温長時間を要す

るが、その前にセラミック粉末を製造

する工程においても高エネルギー高コ

ストの方法を必要とする。しかし、図

に示した燃焼合成（SHS）法では、（a）

のように４種類の金属粉末を混合して

700℃程度に加熱するだけで、金属同

士の反応による発熱によって自ら数

千℃の高温まで瞬時に達し、（b）のよ

うなセラミック粒子分散金属材料が得

られる。その性質は鋼の刀剣より1.5

倍も硬く、30％以上軽い。

この方法では、合成と同時に他金属

への接合や被覆もできる。応用として、

金属加工用工具、土砂採掘用ドリル、

河川水用ポンプの回転部材などが期待

できる。

▲図（a）燃焼合成（SHS）法の模式図（b）合成されたTiB2－FeAl系複合材料
の微細組織

超硬質材料の燃焼合成

松浦清隆
教授

材料科学専攻

K iyo taka  Ma tsuu ra
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携帯電話などの移動体通信で用いら

れる基本的な回路素子のひとつとして

共振器があります。共振器にはいろい

ろなタイプのものがありますが、セラ

ミックスから作られる誘電体共振器

は、現在のような各種機器の小型化・

高性能化に大いに貢献しています。誘

電体共振器に対しては、高誘電率（＝

小型化）、低損失（＝高い性能指数）

に加えて、優れた温度安定性という厳

しい特性が要求されました。物性制御

のための化学組成や製造プロセスの最

適化を目ざして、我々を含めて多くの

研究が行われた結果、上記の厳しい要

現在マイクロ波を用いた移動体通信

技術の進歩は目覚しく、日常生活で使

用する携帯電話や衛星通信などによ

り、我々は多くの恩恵を受けています。

大型の自動車電話に端を発したマイク

ロ波通信技術の民生化は、多くの工学

的な技術開発を経て現在のように小型

化し、多機能化したシステムへと進化

してきました。

求を満たす誘電体共振器が開発され、

広範に利用されています。これはまさ

に、先端材料開発における、応用化学、

応用物理工学、応用マテリアル工学の

重要性を顕著に示すものです。

現在は、さらに次世代のシステムに

不可欠な周波数チューニング可能な材

料開発を目指した研究を精力的に行っ

ています。

優れたマイクロ波特性を有する
誘電体材料の開発

動植物の生体組織に見られる毛細血

管や道管のような微細な流路（マイク

ロチャンネル）を金属材料の内部に自

由自在に張り巡らせる事ができれば、

高効率の小型熱交換器や、高難度の高

温化学反応に対応したマイクロリアク

ター等に用いることができます。また、

動物の骨のような多孔質構造を利用す

ることによって、金属材料に軽量性、

通気性、遮熱性、振動吸収性等の特性

金属材料内への自由形状マイクロ空間の形成

▲図　種々のマイクロ波誘電体共振器の写真
高橋順一
教授

物質化学専攻

Jun i ch i  Takahash i
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助教授
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コンパウンドから形成した犠牲コアに

よって空隙形状を与える点にありま

す。また、単に任意形状のマイクロチ

ャンネルを形成するのみならず、チャ

ンネル内壁の合金組成や物性を制御で

きるという他に類例の無い特徴も有し

ていることから、内壁に触媒活性や機

能性を付与する研究を進めています。

を与えることができます。

私たちは、このように形状や分布の

制御されたマイクロ空間を内包する構

造・機能材料を開発する研究の一環と

して、自由形状マイクロチャンネル形

成プロセスを開発しました。このプロ

セスの特徴は、金属粉末の液相焼結過

程で起こる溶浸による空隙形成現象に

着目し、金属粉末と有機バインダとの
▲図 チタン中に形成したＴ字状マイクロチャ

ンネルの写真

り、水素貯蔵媒体として有望視されて

いる。しかし、実用化するにあたって

解決しなければならない問題がある。

その一つが、使用される水素ガス中の

不純物ガスによる吸蔵能力の劣化で

ある。何度も水素の吸蔵・放出を繰

返しているうちに、不純物ガスは合

金粉末の表面に吸着していき、最終

的には合金中への水素の侵入をさせ

現在、家庭用や自動車用の燃料電池

システムの開発が盛んに行われてい

る。既知の通り燃料電池のエネルギー

源は水素である。その水素を大量にか

つ、安全に貯蔵することは、来るべき

水素社会にとって必須の条件である。

水素吸蔵合金は、大気圧および室温

付近で自己体積の1,000倍程度の水素

を吸蔵することができる粉末金属であ

なくなる。

この解決のために、吸蔵合金粉末の

表面をニッケル粉末によりコーティン

グ（マイクロカプセル化）する方法を

開発した。これはニッケルコーティン

グが合金表面を不純物ガスから守るこ

とにより、水素吸蔵能力を維持させる

ものである。

不純物ガスに強い
水素吸蔵合金の開発

凌ぐ物性値を持つSiCやダイヤモンド

等のワイドギャップ半導体の実用化に

向けた研究が行われております。

この研究の一環として、私たちは、

半導体／金属電極界面の原子・電子構

造の評価と電気的特性との相関につい

て検討しています。

ダイヤモンド／Ti界面の炭素原子と

Ti原子の配列（写真参照）は規則正し

く見え、良好な電気的特性が期待され

ますが、電流・電圧特性を測定すると

オームの法則が成り立たないことが分

かりました。一方、加熱処理により界

面の原子を再構成させた場合、オーム

の法則に従った良好な電流・電圧特性

が得られることが明らかになりました。

現在のエレクトロニクスはシリコン

半導体を中心とする電子デバイスが主

流となっておりますが、より高度な情

報化社会に向けて、あらゆる分野でよ

り高度で過酷な使用環境に耐えうる新

たな半導体材料が必要とされていま

す。そこで、半導体としてシリコンを

新しい半導体デバイスの実用化に向けた研究開発

▲図　水素の吸蔵・放出を数十回繰り返したTiFe合金の表面構造の写真
Ａ）未処理合金：表面に著しい割れが発生
Ｂ）マイクロカプセル化処理合金：表面に変化なし

▲図　高分解能電子顕微鏡で撮影したダイヤモンド
薄膜／Ti電極界面における原子配列の写真
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本誌は、主な読者として学部受験生

を想定しており、年齢的に近い視点の

導入を図るため、公募により選出され

た現役在学生による「学生編集委員」

を中心に編集作業を行いました。受験

生の皆さんに「工学とは、何か」「北

海道大学工学部とは、

どのようなところか」

を分かり易く伝え、こ

こでの充実した学生生

活や教育・研究活動、

多岐に渡る卒業後の進

路などについて、受験

生のニーズを考えなが

ら紹介することを心掛

けています。

読者の皆さんに北大

工学部への興味を持っ

て頂き、北大工学部に

関する理解を深め、進

広報・情報管理室では、学内向け広

報誌であった「工学部 広報」の歴史

を踏まえながら、平成17年4月より学

外へ向けた工学部・工学研究科・情報

科学研究科の広報誌として「えんじに

あRing」を発行してきました。

さらに平成18年4月からは、工学部、

工学研究科、情報科学研究科それぞれ

で広報誌を発行することになり、これ

を受けて広報・情報管理室は昨年末か

ら新しい広報誌として工学部広報誌の

企画・立案と編集作業を進め、6月に

創刊号を発行しました。

新しい広報誌『北海道大学 工学部

広報 KUON
くおん

～久遠～』という名称と

愛称は、教職員からの投票結果をもと

に決定しました。愛称の「KUON
くおん

～久

遠～」という言葉は、北海道大学恵迪寮

歌「都ぞ弥生」の“さやめく甍
いらか

に久遠の

光”という歌詞の一節に由来しています。

路として北大工学部を選んでもらうこ

とを目ざしています。

この広報誌は、ホームページ（http:

//www.eng.hokudai.ac.jp/news/publi

cation/kuon/）に掲載していますので、

ご覧ください。 （広報・情報管理室）

学部受験生向け広報誌
「北海道大学工学部広報 KUON

く　お　ん

～久遠～」を創刊

廃棄物学特別講義─循環社会を創る
■開催期間 ７月31日（月）～８月３日（木）

■開催時間 ９時00分～16時30分（初日のみ10時30分開始）

１日４回・６時間（初回のみ３回・4時間30分）計15回・22時間30分

※１回のみの受講も受け付けます。（１回3,000円）

■対 象 者 廃棄物処理処分や循環産業に携わる専門スタッフや、より高度な

情報を求める市民

■講 習 料 14,000円　■募集人員 30名　■募集締切 ７月21日（金）

身近な機械工学の話
─機械の研究は暮らしにどう関わっているのか─

■開催期間 10月10日（火）・12日（木）・17日（火）・19日（木）・24日（火）・26日（木）

■開催時間 18時30分～20時30分　１日１回・２時間　計６回・12時間

※１回のみの受講も受け付けます。（１回1,500円）

■対 象 者 一般市民

■講 習 料 4,000円　■募集人員 30名　■募集期間 ９月４日（月）～29日（金）

本研究科では、右記の内容で平成18

年度公開講座を開講します。詳しくは、

ホームページ（http://www.hokudai.ac.jp/

bureau/gakumu/koukai18.htm）をご覧く

ださい。また、お申し込み手続きやご

不明な点については、工学研究科　

教務課（TEL.011-706-6123）までお問

い合わせください。 （教務課）

平成18年度公開講座のご案内

▲昨年度の講義の様子

]創刊号（6月号）の誌面
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この試行を実施します。試行期間は、

8月14日（月）から16日（水）です。

施行期間中に実施される対策につい

ては、下記をご覧ください。また、詳

本研究科では、今後、夏季期間にお

ける集中休暇の実施並びに省エネ対策

の実施に向けて、工学部建物の閉鎖を

視野に入れた検討を行うべく、本年度

細については、工学研究科 総務課

（TEL. 011-706-6115）までお問い合わ

せください。

皆さまのご協力をお願いします。

（総務課）

夏季期間における
工学部建物の閉鎖を試行

え ん じ に あ R i n g 号外2 0 0 6 . 7
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永田教授は、試験ロケットの打ち上

げ場を提供する大樹町民を中心とした

地域社会との関わりを踏まえて、「地

場産業を育てるためには挑戦の場が必

要。挑戦者が地域社会を巻き込みなが

ら、ひたむきな熱意を持って取り組む

ものを“自分たちのもの”として『誇

り』に思い、支援することから新しい

産業が育つ」と話されました。

100名を超える来場者には小学生の

姿もあり、「僕もロケットの研究をし

たい！　北大に入ったらできます

か？」といった質問も出されました。

5月12日（金）、紀伊國屋書店札幌本

店１階インナーガーデンにて開催され

た「サイエンス・カフェ札幌」（主

催：北海道大学 科学技術コミュニケ

ーター養成ユニット（以下、CoSTEP））

で本研究科機械宇宙工学専攻の永田晴

紀教授が「北海道のCAMUIロケット」

をテーマに講演しました。

「サイエンス・カフェ札幌」は、ゲ

スト研究者から話を聞くだけでなく、一

般市民も参加し、気軽に科学について語

り合うことを目的に毎月開かれているイ

ベントで、今回が８回目でした。

詳しくは、CoSTEPホームページ

（http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/）を

ご覧ください。 （広報・情報管理室）

永田晴紀教授
「サイエンス・カフェ札幌」で講演

本学の名誉教授である鈴木章氏が選ば

れ、３月14日（火）の代議員会にて承認

されました。この授与は、鈴木氏が平

成16年６月に日本学士院賞を受賞され

たこと、教育水準の向上並びに学術研

究の進展に多大な貢献をされた功績に

よるものです。鈴木氏には、さらに今

後一層の研究の発展が期待されます。

称号の授与は、去る３月31日（金）の

研究科長室において、中山前研究科長

から行われました。 （総務課）

本研究科では、本年３月、「北海道

大学大学院工学研究科特別招へい教授

称号授与内規」を本研究科独自に定め

ました。

これは本研究科の教育水準の向上並

びに学術研究の進展に資するため、本

研究科の教授として勤務した者であっ

て、顕著な教育研究上の功績等を有し

た者に『特別招へい教授』の称号を授与

することを定めたものです。

この称号を最初に授与する者として

鈴木章名誉教授に特別招へい教授の称号授与

平成18年度 文部科学省科学研究費

補助金が左記のとおり交付決定されま

した。本研究科の交付件数は、169件、

交付額は6億370万円、新規課題採択率

は25.3％となっています。

今後も申請数・交付件数の増加と採

択率の向上を図り、大型研究種目を獲

得するために、さらなる方策を検討し

ていきます。

なお、ホームページ（http://www.

eng.hokudai.ac.jp/news/publication/ne

ws/contents/pn06_010.pdf）には、平

成18年度 科学研究費補助金交付決定

研究題目一覧ならびに平成17年度各種

研究助成金等の受領状況一覧を掲載し

ていますので、併せてご覧ください。

（総務課）

平成18年度文部科学省科学研究費補助金の交付決定

▲参加者と対話する永田教授

▲称号を授与される鈴木章名誉教授（左）

種　目　名 交付件数（うち新規） 新規課題採択率

特別推進研究   1 （0） 0.0%

特定領域研究  9 （3） 27.3%

基盤研究（Ｓ）   0 （0） 0.0%

基盤研究（Ａ）  9 （0） 0.0%

基盤研究（Ｂ）   62 （19） 35.2%

基盤研究（Ｃ）  33 （18） 32.7%

萌 芽 研 究  22 （11） 13.4%

若手研究（Ａ）  4 （3） 42.9%

若手研究（Ｂ）  29 （13） 31.0%

学術創成研究  0 （0） 0.0%

合　　計  169 （67） 件 25.3%



トピックス

在学生コラム

12 え ん じ に あ R i n g

ム研究室で「弾性地盤中に部分的に埋

設された円筒シェル構造の動的特性」

と題した博士論文に取り組んでいます

（図参照）。円筒シェルは、周辺地盤や

流体との間に起こる相互作用などを考

慮すると、きわめて複雑な挙動を示し

ます。このため私の研究では、構造振

動、動的応答、流体構造物相互作用な

どに関わる、様々な局面を想定した挙

動解析を行っています。もし、このよ

うな構造物がその供用中に破損するよ

うなことになれば、周辺環境や生態系

に計り知れない被害をもたらすことに

なるためです。こうしたことを常に念

頭に置き、将来の夢の実現へとつなげ

ていきたいと思っています。

▲図　部分埋設円筒シェルのイメージ

私は、この研究科に進学する以前、

インドネシアTrisakti大学で学士号を

取得し、その後、ジャワ島とスマトラ

島の間をつなぐ「スンダ海峡横断プロ

ジェクト」に関する調査チームに加わ

りました。

この海峡横断プロジェクトでは、一

般的な吊橋案への反対も根強く、プロ

ジェクトチームは海中に巨大なパイプ

ラインを沈めてトンネルとする「沈埋

型構造」の適用を提案しました。しか

し、この地域には世界的にも有名な複

合火山帯クラカタウが存在し、非常に

難しいプロジェクトであることが予想

されています。

一方で、そのスケールの大きさから

も、地元自治体はもとより、多くの外

国人投資家や技術者の注目を集めるこ

ととなりました。そして何より、大学

卒業したての私の好奇心を大いに刺激

し、プロジェクトチームへの参加を決

意させたのです。そんな折、多くの

島々が橋やトンネルなどの渡海構造物

により結ばれている現代日本の現実に

触れ、日本の最先端技術を研究し、そ

れを自分の夢の実現に役立てたいと思

うようになりました。

現在私は、英語特別コースEGPSEE

の博士後期課程に在籍し、構造システ

ハリャディ・グナワン・チットラジャヤ
DC3年（留学生）

北方圏環境政策工学専攻
構造システム研究室

Haryad i  Gunawan  T j i t r ad j a j a

日本とインドネシアを結ぶ技術の架橋
～スンダ海峡横断の夢を北海道から～

ら、語学を含めたコミュニケーション

能力の向上がはかられ、異文化交流に

よりたくさんの刺激を受けることがで

きました。

今回大学から一歩外に出て、実務経

験や交流から得た本物の知識と感覚

は、今後、エンジニアとしての能力や

センスの向上に役立つと信じています。

私は大学院進学を機にエンジニアと

しての力を試し、現場経験を通して生

の知識を得たいと思いインターンシッ

プに参加しました。IAESTEという国

際的なインターン生の派遣団体を通じ

て8週間、ドイツの金属加工メーカー

で実際に働きました。

航空機部品を主に製作している工場

でNC旋盤の運転を任され、後処理や

製品検査を現地の職人や従業員と行い

ました。この会社は全品を手作業で検

品することで差別化をはかっていま

す。会社の信用はもちろん、航空機な

どに使われるものですから、チェック

ミスをしないよう強い責任感をもって

行いました。自分で作り、検品して箱

詰めした製品がトラックで出荷される

ときの感動は、忘れられません。

非常に長い穴を開けたり、硬いねじ

を切ったりする際には、手動の旋盤を

用いて、感覚に頼りながら作業しなけ

ればならないこともあります。抵抗感

や切削部の温度状態、刃先の磨耗など

を、感触や音、においなどから感じ取

り、一気に削る。この作業を通じて大

学の授業では決して養うことのできな

い、作業の「カン」を磨くことができ

ました。

また、海外での研修であったことか

石井琢磨
MC2年

機械宇宙工学専攻
材料機能工学研究室

Takuma  I sh i i

“図面”が“モノ”に変わる場所

▲製品をひとつひとつ丹念に検査する

研究・活動紹介

インターンシップ報告
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か大きいものを扱えるような仕事がし

たいと考えるようになりました。その

後は、化学工学を専門とした研究室に

入り３年間を過ごした後、縁あって現

在の会社に勤務することとなりまし

た。

『大きなものの中にある
精密さ』を実感

現在の仕事は、大竹事務所（広島県）

にて主に国内外のプラント向けプロセ

ス開発をしています。既存技術の解析

や、新技術の実現性についての実験等

による検討など、どちらかというと研

究色が強い業務内容です。従って、机

上では日常的に『大きなもの』を扱っ

てはいるものの、なかなか現実のもの

にすることは難しく、上司の指導を受

けながら奮闘している毎日です。

先日、私の勤務先でもかなりの歴史

ある某工場の反応装置の中に入る、と

いうとても貴重な経験をしました。工

場は定期修理中でしたので、もちろん

中身はカラッポ。十分安全対策もされ

ています。普段は通勤用の通路から遠

巻きに眺める程度でしたが、実際に近

づいて中に入ってみるとこれが驚くほ

どの大きさ！　また、そのスケールも

富士山が憧れの原点

皆さんは、『大きなもの』に無性に

惹かれたり、憧れたりしたことはあり

ませんか？　例えば子供の頃。テレビ

アニメや特撮ロボットの類、スペース

シャトル、はたまたプロレスラーか…。

自然の中にも大きなものは数多くあり

ますね。ですが、やはり大きいといえ

ば生まれ育った山梨県が誇る富士山で

しょう！（静岡県だけではありません

よ！）幼い頃、富士山は単なる日常風

景の一つに過ぎませんでした。しかし、

今思えばその雄大な自然の産物こそ

が、私に『大きなもの』への憧れを抱

かせていたのかもしれません。

子供の頃以来すっかり忘れていた

『大きなもの』への憧れが再びよみが

えってきたのは大学３年の時。学科が

主催する工場見学に参加したときのこ

とでした。期待していたビール工場で

はなく、苫小牧～室蘭の製紙工場、製

鉄所、化学工場を見学したのですが、

すべてにおいてスケールの大きさに圧

倒されてしまったことをよく覚えてい

ます。ちょうど就職を意識し始めた時

期でもあり、漠然とではありますが何

さることながら、これが実際に動いて

いるという事実。これらは普段の業務

で取り扱っているものであるため、ど

の部分で何が行われているか、この機

器は何のために設置されているかとい

った、いわば『大きなものの中にある

精密さ』をリアルに想像することがで

き、これまで感じていたような大きい

ものへの想いよりもさらに一回り深い

感慨を覚えました。

また、今まで図面やパソコン画面の

中のみでの関わりだったものを実際に

目の当たりにして、親近感のようなも

のが湧きました。それからは「いつか

自分の手であのようなものを生み出し

たい」という決心を胸に日々の業務に

取り組んでいます。

皆さんも身近にある『大きなもの』

をじっくりと眺めてみませんか？　子

供の頃の純粋な憧れに、大人の目線が

加わると、ますます、それに魅力を感

じるのではないでしょうか。

▲ご存知富士山。やっぱり大きい！
（山梨県からの遠望）

遠藤　透
生産技術研究所

三菱レイヨン株式会社
大竹事業所

To ru Endo

▲光り輝く、巨大な化学プラント

1999年 北海道大学工学部応用化学科卒業

2001年 北海道大学大学院工学研究科物質工

学専攻修了

同　　年 三菱レイヨン株式会社 大竹事業所

生産技術センター（現:生産技術研究

所）配属　現在に至る

経　歴

大きなものに憧れて
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［エゾヤマザクラ］（工学部前、平成18年5月9日撮影） 
桜の「さ」は咲く、栄える、盛ん、酒など良いことの兆し、
証と言われる。 
美しい桜を見て、人は何を思うか。 
「この世は自分を見に来たところ」…河井寛次郎 

7月28日（金） 第１学期通常授業終了 
7月31日（月）～9月1日（金） 
  夏季休業日 
8月21日（月）～23日（水） 
  大学院修士課程・博士後期課程入学試験 
9月  4日（月） 課程修了者認定 
  大学院修士課程・博士後期課程入学試験合格者決定 

広報・情報管理室員 鈴浦秀勝 

　国立大学が法人化され教員の身分は
公務員ではなくなりました。しかし、
我々の主たる目的が教育と研究であり、
学生の成長を期待しながら知識と経験
の伝達に励み、科学技術の進歩を夢見
て試行錯誤を繰り返す毎日を過ごして
いることに変わりはありません。 

　本研究科の研究者は、今回特集したような現代の産業界と密接に関
連する研究から純学問的重要課題に至るまで、多種多様なテーマに取
り組んでいます。 
　皆が自由な雰囲気の中、アンビシャスに、最上級の知的生産活動に
挑戦していますが、その活力の維持には斬新な考えを持つ人材の流入
が不可欠です。「えんじにあRing」を通じて、世の大志を抱いた青年
達にまで我々の活動の輪が広がれば幸いです。 
　７月号は、編集担当；（写真左より）増田隆夫・鈴浦秀勝・上田幹
人に加え、広報担当事務員；天元志保が担当しました。次号もご期待
ください。 
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